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研究成果の概要（和文）：「物語能力（narrative competence）」は、「病の物語を認識し、吸収し、解釈し、
物語に動かされて行動するための能力」と定義され、「ナラティブ・メディスン(Narrative Medicine: NM)」は
物語能力を通じて実践される医療である。本研究で、「精密読解」「パラレルチャート」などを用いて、「物語
能力」教育を実施したところ、「疾患 Disease」中心の卒前教育において、「病い Illness」の視点を学ぶ機会
を提供することができ、自己省察、ふり返りにもつながり、臨床実習全体を通じての取り組みの効果も期待され
た。

研究成果の概要（英文）：Narrative competence is defined as "the ability to recognize, absorb, and 
interpret the narrative of illness, and to act on the narrative. Narrative Medicine (NM) is a 
medical specialty practiced through narrative competence. In this study, we conducted "Narrative 
Competence" education using "Close Reading" and "Parallel Chart", etc., which provided an 
opportunity to learn the perspective of "Illness" in pre-graduate education focusing on "Disease". 
It was also expected to be effective throughout the clinical training.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
医学教育において、医学生は、高学年になるにつれてヒューマニティや患者への共感性が低
下し、医療の科学的側面ばかりに関心が向く傾向があるといわれ、近年、態度教育やプロフェッショナリズム教
育の重要性が論じられるようになった。本研究で、「物語能力」教育を実施したところ、「疾患 Disease」中心
の卒前教育において、「病い Illness」の視点を学ぶ機会を提供することができ、自己省察、ふり返りにもつな
がり、臨床実習全体を通じての取り組みの効果も期待された。さらなる発展により、より人間味ある医療の実践
に繋がる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

 
●  1991 年、Guyatt らにより、「科学的根拠に基づく医療 (Evidence Based Medicine: EBM)」
が提唱されて以来(1)、EBM は世界の医療の主流をなしている。EBM は、「個々の患者のケアに
関わる意志を決定するために、最新かつ最良の根拠（エビデンス）を、一貫性を持って明示的
な態度で、思慮深く用いること」と定義される。1998 年に Greenhalgh らが提唱した、「物語
と対話基づく医療 (Narrative Based Medicine: NBM)」 は(2)、「患者が主観的に体験する物
語を全面的に尊重し、医療者と患者との対話を通じて、新しい物語を共同構成していくことを
重視する医療」と定義される。 

 
● EBM と NBM は「患者中心の医療」を実践するための「車の両輪」に例えられ、高齢化社会を
迎えた本邦では、NBM の重要性がより増しているが、EBM の普及に比べ、NBM の実践手法、教
育手法は十分に認識されておらず、研究報告も少ない。 

 
● 医学教育において、医学生は、高学年になるにつれてヒューマニティや患者への共感性が低 

下し、医療の科学的側面ばかりに関心が向く傾向があり(3)、臨床研修医については、平山ら
が、１～２年目の経年変化での共感性の低下を報告するなど(4)、これまでの知識・技術偏重
への反省から、近年、態度教育やプロフェッショナリズム教育の重要性が論じられるようにな
った。 
 

● プロフェッショナリズム教育として、本邦を含め様々な取り組みが報告されているが、米国  
の Charon は医師がもつべき基本的能力として、「物語能力（narrative competence）」を、「病
の物語を認識し、吸収し、解釈し、物語に動かされて行動するための能力」と定義した。物語
能力を通じて実践される医療を「ナラティブ・メディスン(Narrative Medicine: NM)」と提
唱、その育成のための教育として、「精密読解」「積極的傾聴」「省察的記述」「パラレルチャー
ト」などの手法を提唱、実践し、一定の教育成果を報告している(5)。ナラティブ・メディス
ンの主要概念は、「Attention（注目・配慮）」「Representation（表現）」「Affiliation（関係
構築・つながり）」の 3つである。（図１）  図１ ナラティブ・メディスン 

 
● 本邦では、NBM や NM の教育手法 
 として、「物語能力」教育プログラ 
 ムを卒前・卒後の医学教育に導入 
し、検証・評価し、どのような要因 
が医学生、臨床研修医の「物語能 
力」に寄与するかを詳細に解析し 
た報告はない 
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２．研究の目的 
● 医学生、臨床研修医の「物語能力」育成を促進する要因、阻害する要因を明らかにする。 
●  医学生、臨床研修医の「物語能力」はどのように育成されるのか、その過程を明らかにする。 
●  本邦での医学生、臨床研修医の「物語能力」教育プログラム開発に必要な要素は何か、解析 

する。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究参加者  
● 医学生：岡山大学病院総合内科クリニカルクラークシップで実習する 5～6年生。 
● 臨床研修医：総合内科で数ヶ月研修を行う 1～2年目の臨床研修医。 

※実習、研修中は、「精密読解」「パラレルチャート」などを用いて、「物語能力」教育を実
施する。 

(2) 医学生、および臨床研修医へのアンケート・インタビュー調査  
● アンケート調査：実習、研修終了時に、全員に自記式アンケート調査を行う。内容は、実 

 習、研修に対する満足度やプログラム評価を含み、量的評価を行う。1年後、2年後に、事
後アンケートをメールで送付、回収し、量的手法で経時的に解析する。 

● インタビュー調査：実習、研修終了時に非構造化インタビュー（グループ面接）を行う。「実 
  習、研修を通じて考えたこと」「患者さんの物語で印象に残ったこと、気づき」「自分の内面 
 に生じた考え」などについて問う。 

(3) 「パラレルチャート」の解析  
● 医学部 5年生は２週間の実習中に、1名の病棟患者を担当、外来実習では毎日 1～2名の患 
  者を担当する。臨床研修医は、数ヶ月の研修中、計約 10 名の病棟患者の担当医となり、外

来研修では毎日 1～2名の患者を担当する。 
● 医学生、臨床研修医は、毎日 A4 1 枚程度でパラレルチャートを記載し、指導医と共有する。 
  パラレルチャートの内容は、医学生、臨床研修医の「物語能力」はどのように育成されるの 
 か、その過程を明らかにすることを目的に解析を行う。 

 
４．研究成果 
(1)ナラティブトレーニング合同練習 
対象：医学部 5-6 年生 2-4 名、薬学部 4年生 1-2 人 
時間：２時間ｘ２回の計４時間 
目標：注目・表現のトレーニング 
 １．病の体験を「物語」として考える ２．ことばを使って「意味」を考える 
内容： 
＜１回目＞・導入：20 分 ・写真を見る＋共有：10分 ・絵を見る＋作文：30分 
・共有 30分 ・まとめ：30 分 
＜２回目＞・シナリオ紹介：５分 ・読解＋作文：40分 ・作文の共有：30 分 
・ディスカッション：30分 ・まとめ：15 分 
 
●学生の作文抜粋 
「たわむれ」 
いちめんの闇 
むせかえるほどあかるく 
我ゆく先にたちのぼる 
 
うかぶ雲 
あるく私ほかにいくものはなく 
かれらは我のまわりにおちる 
 
よそみをするとも あるくとも 
ゆきつくさきは みなおなじ 
さすれば我はたわむれん 
光と闇と この雲と 
 
●アンケート結果 
＜良かった点＞ 
自分の気持ちや内面に目を向ける機会は少ないが、その機会を得ることができた。 
一つの題材に対し、少数の人数であっても、様々な捉え方があることがわかった。 
他学部と合同で行ったところ。（ある程度知らない者同士がやりやすい） 
臨床実習で患者さんに接する機会も増えた 6年生という時期 
特に予習を必要とせず、誰でも参加できること。 
今まで disease ばかり教えられてきたが illness の大切さを教えてくれた。 
＜改善点＞ 



書籍の解釈は題材の選択が重要と思った。難しかった。 
時間が足りなかった 
時間が長かった 
実習を通じて参加者がどのくらい能力向上したか客観的に計れる指標があれば効果を示しやす
いと感じた。 
＜感想（抜粋）＞ 
同じ写真、絵、物語を見ても人それぞれそれらに対する考え方が異なることを実感できた。この
経験から 1 人 1 人の患者さんと向き合う時も、個々人の想いや考えを大切にできる医師になり
たい。 
普段病棟では患者さんの話を聞いてばかりなので、自分も誰かに話す必要があると感じた。 
 
(2)パラレルチャート 
目標：注目・表現・関係構築のトレーニング 
・患者さんとのやり取りを通じて、患者さんの多様なバックグラウンドに触れる。 
・患者さんの気持ちを考えると同時に、自分の気持ちもふり返る。 
内容： 
・担当患者さんについて、以下を毎日記載する。 
  患者さんの気持ちに思いを馳せ、文章で表現する 
  自分の気持ちもふり返る。そして文章で表現する。 
・毎週木曜日にメールで指導医に送付。 
・週１回、指導医によるフィードバックを受ける（メールあるいは面談）。 
 
●パラレルチャート（抜粋） 
（学生） 今日も患者さんと他愛のない話をしていたのですが、ふと患者さんが 2 日後の手術へ
の不安を話してくださいました。手術しなくても薬で良くなるんじゃないかと仰っていて、それ
でも手術しなければいけないんですか？と涙ぐんでしまいました。患者さんと１対１でお話し
しているときに涙を見せられたのは初めてだったので内心かなり戸惑いましたが、なんとか平
常心で不安に寄り添うにはどうしたらいいか考えました。結局あまりいいことは言えなかった
のですが、手術が終わって元気になった○○さんをまた見に行きますとだけ言って病室を後に
しました。ただ、今回の患者さんの場合、医学的には明らかに手術が必要な状況ということでし
たが、患者さんにとっては何事もなくあと数年生きれれば十分とおっしゃられていて、手術の合
併症で声が出せなくなるかもしれないということもあり、手術をしたくないという患者さんの
気持ちもわかるような気がしました。医学的に正しいことが患者さんにとって本当にいいこと
かどうかは僕らにはわからないのではないかと思いました。ただ、僕らは医学的に正しいことを
信じて治療しなければならない。そのギャップをどう埋めていくかということがこれから先僕
の課題になっていくと思いました。 
（指導医）とても深い省察ですね、、、「医学的に正しいことが患者さんにとって本当にいいこと
かどうかは僕らにはわからないのではないかと思いました。」医師は常に「患者さんにとって」
何がベストなのか、常に考える必要があるのだと思います。医師は常に謙虚に、真摯に、その患
者さんにとっての幸せは何なのか、患者さんと一緒に悩んで悩んで、、答えがクリアにならなく
ても、その中で患者さんに寄り添い続けたいものです。。。 
 
●アンケート結果 
・普通のカルテのみだと、自分の気持ちや患者さんの気持ちをついつい忘れてしまいがちだが、
一度言語化することで強く印象に残り、無機質な医療が人間味のあるものに変わると思う。 

・どのように役立つかは明確には言えないが、より患者さん、自分自身と向き合うことができ、
そこで学んだことを、次に活かしていけるのが良いとおもう。 

・感じたことや思ったことで治療に関係ないことはスルーするようにしていたので、改めて書く
ことでストレスが減った気がした。 

・思っていた以上に自分が患者さんのことで喜んだり、傷ついたりしているということに気づい
た。自分自身のことでもクリアにとらえきれていないものだということが分かった。 

・注意深く観察するように心がけるようになって初めて、患者さんの視線や表情から想像以上に
多くのことが分かることに気づいた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



(3)考察 
＜医学部におけるナラティブ教育実践の報告例＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Japanese Journal of N: Narrative and Care, No1, Jan. 2010 
 
 
＜本研究＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

物語能力に着目した教育は、「疾患 Disease」中心の卒前教育において、「病い Illness」の視点
を学ぶ機会を提供することができ、自己省察、ふり返りにもつながり、臨床実習全体を通じての
取り組みの効果も期待される。 
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